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目 的：生 活を科 学 的･ 合 理 的 に営 むためには，サイエンスリテラシーの向 上 が不 可 欠 であ

り，学 校 教 育 の課 題 の一 つでもある．家 庭 科 教 育 においてサイエンスリテラシーを育 成 する

ためには，いわゆる座 学 習 に，実 験 学 習･ 実 習 学 習 を有 機 的 に組 み合 わせることが重 要 で

ある．そして，実 験 学 習 を導 入 するためには，児 童 生 徒 一 人 一 人 が使 用 可 能 な簡 便 な実

験 装 置 の開 発 が必 要となる．本 研 究 では，簡 易 濁 度 計 を試 作し，家 庭 科 の学 習 内 容 を

中 心 に，その適用 場 面を検 討した．

方 法：簡 易 濁 度 計 は，市 販 の丁字 型 塩ビパイプ，塩ビ板 ，太 陽 電 池 ，豆 電 球 などを組 み

合 わせて製 作した．定 周 波 定 電 圧 電 源（東 京 精 電 ）を用 いて，豆 電 球 の許 容 電 圧 に近い

4.0V の電 圧をかけた時 の透 過 光 の強さを，太 陽 電 池 の起 電 力として読 み取 るようにした，

結 果: ①装 置の定量 性を確認 するために，白 濁 液 のモデルとして市 販 牛 乳 の希 釈 液 を用

いて，牛乳 濃 度と起 電 力との関 係を求 めた結 果 ，起 電 力は牛 乳 希 釈 濃 度 の自 然 対 数と

直 線 関 係 にあった．また，墨 汁 希 釈 液 においても同 様 であったことから，分 散 液 濃 度 の測

定 が可能と考えられた. ②水 中 のCa' 濃゙ 度 と，ラウリン酸Na とCa^ ’との反 応 によって生じた

白 濁（濁 度 ）との間 には,  Ca^ 濃゙ 度　0 ~ 50 p p m　において直 線 関 係 が成 立した．これを検 量

線 として，検 水中 のCa^ 濃゙ 度 の測 定 が可 能 であった. ③各 種デンプン溶 液 の糊 化 温 度 の

測 定 が可 能 であった．
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家政教育における健康教育ネットワークの構築　○池田 洋子　桜の聖母短期大学

この研究は女子学生の健康管理能力をいかに高めるかが目的である。本学では高齢期を

健康に過ごすためには若い時からの健康管理が重要であると考え、骨粗傑症予防を中心と

した健康管理教育を学内で展開している。具体的には健康管理室と連携して英語学科及び

生活科学科の全学生の骨密度を測定し、その場で健康指導を行い、自分の健康管理に対す

る意識化を図っている。

21 世紀の少子・超高齢社会を健康で活力あるものとしていくために厚生省は、国民の健

康づくり運動として2010 年までの長期的な健康づくり計画「健康日本21 」を推進してい

る。とくに地域レベルの健康づくり運動を盛り上げるために厚生省はその推進者となるヘ

ルスサポーターを2001 年から３年間でloo 万人養成する方針を決めた。

本学では若い人に対する健康管理教育は学校側の支援だけでなく、地域社会との連携が

重要であると考え、2001 年4 月から桜の聖母短期大学、福島市及び福島市食生活改善推

進協議会は地域の健康づくり運動「ヘルスプロモーション事業」を展開し、地域の健康増

進を目指している。今年度は「骨骨（ゴツゴツ）ダイエット教室」、特別講演会「地域に

おける骨粗燃症予防丿及びヘルスサポーター養成などを実施した。健康教育ネットワーク

構築の成果は①学生の健康管理に対する意識化の深まり②教授する場の拡大③地域の健康

増進指導者の育成④地域社会との関係強化などである。今後の課題として学内では①英語

学科学生に対する意識化、地域では②若い地域住民に対する啓発活動があげられる。
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